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室
町
時
代
の
末
期
か
ら
信
長
・
秀
吉
の
安
土
・
桃
山
時
代
を
経
て
家
康
の
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、
一
時
南
蛮
医
療
の
影
響
を
受

け
た
時
も
あ
っ
た
が
、
中
国
に
渡
り
彼
の
地
で
朱
子
学
の
陰
陽
五
行
説
を
基
調
と
し
た
李
朱
医
学
を
学
ん
で
帰
国
し
た
僧
田
代
三
農

二
四
六
五
’
一
五
三
七
）
の
弟
子
の
曲
直
瀬
道
三
二
五
○
七
’
一
五
九
四
）
が
、
そ
れ
を
わ
が
国
に
馴
染
み
易
い
道
三
流
と
し
て

京
都
の
啓
廸
院
を
中
心
と
し
て
拡
め
、
し
ば
ら
く
の
間
は
こ
の
道
三
流
が
わ
が
国
の
医
療
の
主
流
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
元
禄
の
こ
ろ
に
な
る
と
商
業
主
義
的
な
時
代
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
朱
子
学
の
五
臓
六
脈
の
説
は
観

は
じ
め
に

一
、
古
医
方
の
出
現

古
医
方
か
ら
藺
方
・
蘭
学
へ

ｌ
江
戸
時
代
中
期
の
医
療
の
動
き
Ｉ

和
薙
峰
繋
惑
既
一
一
一
騨
祷
平
成
十
七
年
七
月
十
三
日
受
付
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知
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合
田
求
吾
（
一
七
二
三
’
一
七
七
三
）
は
讃
岐
国
（
香
川
県
）
和
田
浜
で
代
々
医
を
業
と
す
る
家
に
生
れ
三
十
才
の
こ
ろ
汗
・
吐
・

下
の
療
法
を
学
ぼ
う
と
京
都
に
行
き
、
さ
ら
に
数
年
後
江
戸
へ
出
た
折
に
、
年
に
一
回
の
参
勤
交
代
で
長
崎
か
ら
江
戸
に
出
て
来
た
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
に
随
行
す
る
商
館
医
か
ら
和
蘭
の
医
療
に
つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
そ
の
話
の
中
に
長
崎
の
大
通
詞
で
蘭
書
が

解
読
出
来
る
ば
か
り
で
な
く
、
医
療
の
経
験
も
も
っ
て
い
る
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
’
一
八
○
○
）
が
彼
の
家
で
オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
に

つ
い
て
講
釈
し
て
く
れ
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
。
｜
見
些
細
と
思
わ
れ
た
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
求
吾
自
身
の
将
来
の
み
な
ら
ず
、
江
戸

時
代
後
半
以
降
の
わ
が
国
の
医
学
、
医
療
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
一
つ
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
。

一
旦
郷
里
に
帰
っ
た
求
吾
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
長
崎
に
行
き
、
耕
牛
の
家
塾
で
毎
日
時
間
を
決
め
て
内
科
を
主
と
し
た

神
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、

（
－
～
２
）

が
れ
て
い
っ
た
。

念
的
で
医
療
に
適
さ
な
い
と
批
判
す
る
者
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
先
頭
を
切
っ
た
の
が
名
古
屋
玄
医
（
一
六
二
八
’
一
六
九

コ
ン

六
）
や
そ
れ
に
続
く
後
藤
艮
山
二
六
五
九
’
一
七
二
三
）
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
主
張
は
「
親
試
実
験
」
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
医
療
を
行
う
に
は
”
理
論
を
云
々
す
る
前
に
自
分
で
試
し
て
み
る
“
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
は
李
朱
医
学
以

前
の
中
国
で
張
仲
景
が
著
し
た
「
傷
寒
論
」
の
中
で
唱
え
た
主
張
に
通
じ
る
も
の
で
、
復
古
的
な
意
味
も
あ
っ
て
「
古
医
方
」
と
云
わ

れ
た
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
解
剖
（
脈
分
け
）
を
行
っ
た
山
脇
東
洋
（
一
七
○
五
’
一
七
六
三
）
も
こ
の
古

医
方
の
流
れ
を
汲
む
者
で
、
彼
は
そ
の
後
に
著
わ
し
た
「
蔵
志
」
（
宝
暦
九
年
・
一
七
五
九
年
刊
）
の
中
で
、
「
理
ハ
或
イ
ハ
転
倒
ス
ベ

ク
、
物
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
証
ウ
（
嘘
を
つ
く
）
ベ
ケ
ン
ヤ
。
理
ヲ
先
ニ
シ
物
ヲ
後
ト
ス
ル
時
ハ
、
上
智
モ
失
ウ
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
物
ヲ
試

ミ
テ
ソ
ノ
上
二
理
ヲ
載
ス
ル
時
ハ
庸
人
（
凡
人
）
モ
立
ツ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
云
っ
て
い
る
。
東
洋
の
行
為
は
ま
さ
に
こ
の
古
医
方
の
精

神
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
教
え
が
次
に
述
べ
る
合
田
求
吾
や
永
富
独
嚥
庵
、
小
石
元
俊
ら
山
脇
東
洋
の
門
人
に
受
け
継

二
、
合
田
求
吾
と
「
紅
毛
医
言
」
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山
脇
東
洋
に
は
多
く
の
門
人
が
い
た
が
、
そ
の
中
で
一
き
わ
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
の
は
長
門
国
（
山
口
県
）
豊
浦
出
身
の
永
富
独

巴
１
二
基
か

嚥
庵
（
一
七
三
二
’
一
七
六
六
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
幼
少
の
こ
ろ
神
童
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
捌
発
で
あ
っ
た
が
長
じ
て
”
独
り
嚥
く
“
と

１
寸

云
わ
れ
る
ほ
ど
に
個
性
の
強
い
人
で
も
あ
っ
た
。
二
十
才
に
な
っ
た
宝
暦
元
年
二
七
五
二
に
京
都
に
出
て
東
洋
の
薦
め
で
越
前
の

古
医
方
家
、
奥
村
良
筑
の
と
こ
ろ
で
吐
方
に
つ
い
て
修
業
し
た
が
意
に
満
た
ず
一
時
郷
里
の
長
州
赤
間
関
に
帰
っ
て
開
業
し
た
後
、
宝

暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
弟
子
の
亀
井
南
冥
と
同
道
で
九
州
に
漫
遊
の
旅
に
出
か
け
、
そ
の
途
次
、
長
崎
か
ら
郷
里
の
和
田
浜
に
帰

る
途
中
、
か
つ
て
面
識
の
あ
っ
た
合
田
求
吾
と
肥
後
の
地
で
偶
然
出
合
い
、
求
吾
か
ら
前
述
し
た
よ
う
な
長
崎
に
お
け
る
経
験
談
を
聞

永
ら
く
讃
岐
の
合
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
紅
毛
医
言
」

和
の
初
期
に
呉
秀
三
先
生
が
こ
れ
を
見
て
紹
介
さ
れ
、
は
じ

「
医
言
」
は
、
求
吾
実
弟
の
合
田
大
介
の
訳
著
「
紅
毛
外
科
聞

（
３
１
９
）

家
が
寄
贈
保
管
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
医
療
に
つ
い
て
原
書
か
ら
の
和
訳
を
聞
き
と
り
、
そ
の
内
容
を
筆
録
す
る
日
課
を
続
け
、
そ
れ
を
二
ヶ
月
半
ほ
ど
の
滞
在
中

五
冊
の
冊
子
に
纒
め
て
そ
の
第
一
冊
の
題
目
を
「
紅
毛
医
言
」
と
し
た
。
そ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
は
外
科
ば
か
り
と
思
わ
れ
て
い

た
こ
の
時
期
に
内
科
も
秀
で
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
だ
け
で
も
、
こ
の
小
冊
子
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら

こ
の
冊
子
は
求
吾
の
周
囲
、
周
辺
で
読
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
幕
末
に
至
る
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
オ
ラ
ン
ダ
内
科

の
詳
細
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
津
山
藩
医
の
宇
田
川
玄
随
（
一
七
五
五
’
一
七
九
四
）
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
（
寛
政
五
年
．

一
七
九
三
年
刊
）
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
こ
の
「
紅
毛
医
言
」
が
草
稿
と
し
て
纒
め
ら
れ
た
の
は
「
撰
要
」
刊
行
の
三
十
年
も
前
の
こ
と

一
七
九
三
年

で
あ
っ
た
。
）

永
ら
く
讃
岐
の
合
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
紅
毛
医
言
」
は
、
求
吾
（
強
）
の
ご
子
孫
の
合
田
貞
五
郎
氏
が
整
理
整
頓
さ
れ
、
昭

の
初
期
に
呉
秀
三
先
生
が
こ
れ
を
見
て
紹
介
さ
れ
、
は
じ
め
て
陽
の
目
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
一
年
二
九
九
九
）
に

些
言
」
は
、
求
吾
実
弟
の
合
田
大
介
の
訳
著
「
紅
毛
外
科
聞
書
」
と
と
も
に
新
設
さ
れ
た
香
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
松
市
）
に
合
田

三
、
永
富
独
哺
庵
と
「
漫
遊
雑
記
」
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独
嚥
庵
は
長
崎
か
ら
大
坂
に
戻
っ
て
問
も
な
い
明
和
三
年
二
七
六
六
）
に
三
十
六
才
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
彼
の
遺
志
を
継
い
だ

の
が
門
人
の
小
石
元
俊
（
一
七
四
三
’
’
八
○
八
）
で
、
師
の
書
き
留
め
た
「
漫
遊
雑
記
」
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
病
理
解
剖
の
も
つ

意
義
に
つ
い
て
理
解
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
彼
の
次
の
言
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
。
「
医
ノ
未
ダ
臓
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、
以
テ

治
ヲ
用
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
。
猶
將
ノ
未
ダ
ソ
ノ
地
ノ
利
二
達
セ
ザ
ル
ガ
如
ク
、
以
テ
其
ノ
兵
ヲ
用
ウ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
」
と
。
”
正
し
い
解

剖
の
知
識
な
し
に
治
療
を
行
う
の
は
、
将
軍
が
地
の
利
を
知
ら
な
い
で
敵
と
戦
う
よ
う
な
も
の
だ
“
と
言
っ
て
い
る
。

独
嚥
庵
は
ま
た
耕
牛
や
そ
の
弟
、
大
介
の
講
釈
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
外
科
に
も
着
目
し
、
「
乳
岩
（
癌
）
ノ
治
セ
ザ
ル
コ
ト
古
ョ
リ
然
リ
。

カ
ク

而
ル
ー
和
蘭
書
中
二
言
ス
ル
コ
ト
ァ
リ
。
日
ク
、
ソ
ノ
初
発
梅
検
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
快
刀
ヲ
以
テ
之
ヲ
割
キ
、
後
金
瘡
ノ
法
二
従
イ
テ

之
ヲ
治
ス
ト
。
コ
ノ
言
、
味
ア
リ
。
余
未
ダ
之
ヲ
試
ミ
ズ
ト
難
モ
書
シ
テ
後
人
二
告
グ
」
と
記
し
て
い
る
。
華
岡
青
洲
（
一
七
六
○
ｌ

（
川
～
旧
）

一
八
三
五
）
が
彼
の
遣
し
た
記
録
を
読
ん
だ
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

を
一
七
六

の
が
あ
る
。

き
、
か
ね
て
か
ら
蘭
方
を
学
び
た
い
と
願
っ
て
い
た
独
嚥
庵
は
そ
の
足
で
南
冥
と
と
も
に
長
崎
行
き
を
実
行
し
た
。

求
吾
の
場
合
と
違
っ
て
金
銭
上
の
余
裕
が
な
か
っ
た
の
か
僅
か
の
期
間
の
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
耕
牛
か
ら
直
接
オ
ラ
ン
ダ
の
医

学
医
療
の
話
を
聞
き
、
知
り
得
た
こ
と
を
「
漫
遊
雑
記
」
に
記
録
と
し
て
と
ど
め
た
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
病
理
解
剖
に

関
し
て
彼
が
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
紅
毛
ノ
政
、
人
ヲ
剥
グ
コ
ト
ヲ
禁
ゼ
ズ
。
故
二
人
ノ
病
治
セ
ズ
シ
テ
死
七
（
之

ヲ
剥
グ
。
是
ヲ
以
テ
諸
病
ノ
因
ル
ト
コ
ロ
釈
然
ト
シ
テ
掌
ヲ
指
ス
ガ
如
シ
」
と
。
い
さ
さ
か
誇
張
ぎ
み
の
言
で
あ
る
が
独
嚥
庵
の
性
格

を
思
わ
せ
る
言
葉
で
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
モ
ル
ガ
ー
ニ
が
二
千
例
を
超
え
る
病
理
解
剖
か
ら
「
疾
病
の
座
と
原
因
」
と
題
す
る
論
文

を
一
七
六
一
年
に
書
い
て
お
り
、
彼
が
そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
か
の
如
き
言
は
、
幼
時
、
神
童
と
い
わ
れ
た
彼
の
面
目
躍
如
た
る
も

四
、
小
石
元
俊
と
「
元
桁
」
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幕
末
か
ら
明
治
維
新
以
降
の
こ
と
は
こ
の
論
文
の
ワ
ク
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
周
知
の
事
柄
で
も
あ
る
の
で
触
れ
な
い
が
、

最
近
に
な
っ
て
一
時
存
在
感
の
稀
薄
で
あ
っ
た
漢
方
が
洋
方
治
療
の
”
泣
き
所
“
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
復
活
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
い

る
。
今
後
わ
が
国
の
医
学
、
医
療
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
？

江
戸
時
代
も
後
期
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
漢
蘭
折
衷
派
と
も
い
わ
れ
て
き
た
人
達
の
中
か
ら
蘭
方
を
志
す
者
も
出
は
じ
め
て
き
た
。

伏
屋
素
狄
（
一
七
四
七
’
一
八
一
二
や
華
岡
青
洲
（
一
七
六
○
’
一
八
三
五
）
ら
の
独
創
的
な
研
究
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
後
期
も
そ
の
半
ば
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
緒
方
洪
庵
の
「
適
塾
」
、
佐
藤
泰
然
の
「
順
天
堂
」
、
新
宮
凉
庭

の
「
順
正
書
院
」
な
ど
の
よ
う
に
蘭
学
者
を
育
成
す
る
塾
も
出
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
や
ボ
ン
ベ
な
ど
の
来
日
も
あ
り
、
蘭
方
へ
の
傾
斜

杉
田
玄
白
（
一
七
三
三
’
一
八
一
七
）
、
前
野
良
沢
（
一
七
二
三
’
一
八
○
三
）
ら
の
「
解
体
新
書
」
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
元
俊

は
、
天
明
六
年
二
七
八
六
）
江
戸
に
出
て
、
同
じ
小
浜
藩
の
先
輩
の
玄
白
に
会
い
、
ま
た
「
蘭
学
階
梯
」
を
著
し
た
大
槻
玄
沢
二

七
五
七
’
一
八
二
七
）
に
半
か
月
ほ
ど
寄
宿
し
て
教
え
を
乞
う
た
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
、
京
都
に
帰
っ
た
後
、
自
身
は
蘭
書
が
読
め

な
い
の
で
蘭
語
の
達
者
な
天
文
学
者
間
重
富
（
一
七
五
六
’
一
八
一
六
）
と
相
談
し
て
、
大
坂
の
傘
屋
の
職
人
で
は
あ
る
が
天
性
語
学

の
才
の
あ
る
橋
本
宗
吉
（
一
七
六
三
’
一
八
三
六
）
を
江
戸
の
玄
沢
の
「
芝
蘭
堂
」
に
送
り
込
み
、
帰
坂
後
彼
の
働
き
に
よ
っ
て
蘭

方
・
蘭
学
を
江
戸
か
ら
関
西
に
拡
め
、
そ
の
発
展
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

漢
蘭
折
衷
か
ら
蘭
方
に
踏
み
切
っ
た
元
俊
の
著
「
元
桁
」
が
天
明
八
年
（
一
七
八
九
）
の
京
都
の
大
火
で
焼
失
し
た
の
は
大
変
惜
し

ま
れ
る
が
、
求
吾
と
独
嶬
庵
の
長
崎
に
お
け
る
耕
牛
と
の
会
合
が
二
十
年
近
い
歳
月
を
経
て
元
俊
を
は
じ
め
と
す
る
門
弟
ら
に
よ
っ
て

（
胴
～
Ⅳ
）

実
を
結
ん
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

の
「
順
正
書
院
」
な
ど
（

は
一
層
明
白
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に
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